
Title 犠牲の研究
Sub Title
Author 河上, 肇

Publisher 三田学会
Publication year 1912

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.6, No.2 (1912. 4) ,p.192(4)- 207(19) 
JaLC DOI 10.14991/001.19120400-0004
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19120400-

0004

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


锪
牲
の
阱
究

犠牲の研究n m u m

I ,

九ニ

河

上

肇

吾
等
の
物
に
對
す

る
關
係

p

 

は
5

I

S

ク
、

f

か
中
に

5

士
、經
濟
上
最

I

f

奢

で

一
 

は
够
の
享
磐
樂
的

1

5

使
用

)

i

?

故
に

？

f

 

く

、

_

牲
及
义

1

素
3

ガ
3

,

$

 

.
 

敌
r

余
は
先
つ
此
の
®
合
に
於
け
る

ぶ
ひ
差
書
の
問
题
灸
考
へ
見
ん
と
欲
す

。
.
. 

，

'

G

等
^

物
の

1

5

使
用
に
依
つ

.
ニ

定

の

享

管

？

る
こ
と
？

。
而

H

it

，け

J

所
に
て
は

I

て
飾

f

る
1

s

f

れ
ど

I

f

n

t

®

雜
な
る
事
情
の
合
成
果
た
る

I

る
に
至
る
。
 

s

f

る
.ガ
は
稍

i

_

F

fl
iI
H

t?
、：
：

M

• 

I 

K 

p

の
兩
經
を
湘
戟
す
る
が
爲
め

!c
生
岁
る
陝
戚
ぁ
ム
ノ
、降

t.艮
9
审
徑
を

I

r

s

t

?

?

?

,

 

5
ば
食
事
！

？

酒
,
後

“

む

れ

，等、舌
の
神
經

S

特
別
の
狀
態
を
呈
し
届
る
赌
は
、吾
等
は
喫
煙
に
依

6

<

特
別
の

.
陕
感
を
覺
ゅ

.

る
こ
と
あ
ろ
。
叉
杧
風
邪
の
爲
あ
鼻
加
答
兒
叉
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取
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總
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意
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ら
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名
、吾
人
は
種
々
な
る
器
官
の
種
々
な
る
局
部
に

.
種
々
な
る
刺
戟
を
受
く
る

^=
の
也
U

而
し

<
 

是
等
の
刺
戦
の
中
、快
感
を
生

^

べ
き
名

0

と
苦
痛
を
生
す
ベ
き
$
の
と
が
同
塒
に
同
ヒ
器
官 

の
同
匕
局
部
に
併
ぴ
生
ず
る
な
ら
は
、吾
人
は
只
だ
二
者
の
差
額
に
就

S

 

y

或
は
快
感
を
覺
え 

或
は
苦
痛
を
覺
ゆ
る
に
止
る
と
雖
名
、若
し
是
等
の
刺
戟
、が種
々
な
る
器
官
の
種
々
な
る
局
部 

を
脖
を
異
に
し
て
襲
ふ
脖
は
、或
る
脖
は
或
る
局
部
に
於

S

て
快
威
を
覺
え
•或
る
他
の
局
部
に 

於

S

て
苦
痛
を
覺
ゆ
る
等
の
こ
と
あ
る
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の
也
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へ
ば
喫
煙
の
峙
に
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舌

に
は
快
感
を
覺
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る
^

^
眼
に
は
苦
痛
を
威
ヒ
、叉
杧
暫
く
し
て
は
頭
痛
を
感
ず
る
に
至
る
と
云
ふ
於
如
し

)
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ば
*吾
人
於
、一

®

の
貨
物
を
消
費
せ
ん
と
決
意
す
る
が
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沁
に
は
、先
づ
其
物
の
消
費
に
依

6
 V、 

生
す
る
有
利
の
變
化
と
不
利
の
變
化
と
を
比
較
秤
量
し
て
、縱
ひ
後
者
を
忍
ぶ
$
前
者
を
享
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る
を
望
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じ
と
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る
に
至
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と
を
要
件
と
す
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餘
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益
を
生
ず
る
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認
め
ら
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、
場
合
に
限
る
と
云
ふ
べ
し
。



掭
牲
の
砗
究

r
.
.

,

訪

 

B

O

II
II
:

ll
I

Ii

!

ふ

牲
|

1

复

な

し

。

.
故
に
空
氣

|

|

べ

〃

否

,

1

5

 

2

何
等
の
犠

爲
つ
て
見

.
は
.る

■、
こ
と
な
し
。

.

.

•
.、
シ
石
日
て
吾
人
の
意
識
に
疑
問
と

,

p

?I
:

p

"

r

:

y

^

5

1

1

れ
つ
、

叉
は
物
の
消

I

法
の
改
良
に

f

て、

臭
l

i

i

 
“
顏

I I
:

:

!?
??
:

得
。

h

ば
M

儀
牲
の
提
供
は
之

I

の
消
養
の
代
價

I

と

見

る

こ

农」 

し
と

I

他
の

& d

 
r

i

て
I

の
如

S

消
f

 

4

自
身
に
代

f

要
す

る
こ
と
な 

見
る

r

と
I

。

"

て

の

翁
S

?

れ
自
身
に

f

 

.
1

定
の
代

f

要
す

f

の
と

旣
に
物

■

費
そ
れ
自
身
す
定
の
代

f

,

要
す
る
以

i

人
は
凡
て
物
の

g

の
決
意

11

を
目
し
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る
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然
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に
犧
牲
と
看
做
す
ベ
き 

名
の
は
此
外
猶
ほ
種
類
多
し
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著
し
物
の
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消
費
は
必

.す
一
定
の
塒
間
を
必
要
と
す
る
名
の
な
る
於
、而
於
名

.
人
生
は
約
.五
十 

年
を
定
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し
、七
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に
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定
の
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間
に
種
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の
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の
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费
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赌
に
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せ
行
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こ
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得
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ら
ば
、此
の
如
き
犧
牲
の
問
題
を

生
せ

^
と

雖
％

多
く
の
物
の 

消
費
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例
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ば
睡
眠
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受
せ
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吾
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究 

• 

.

1 .

九九
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鐵
牲
の
挪
究

合
に
て

气
甲

.

の
書
、申
の
躑
を 

る
べ
か
ら

^

。

此
の
如
く
一 

か
故

に
、吾
人
は
常
に
其
の
哏 

を
努
む
る
％
の
也
。

さ
れ
ば
此
點
に
於

S

て
一 

こ
i

.、
爲
る
。

例
へ
ば
孝
聰

Oo

觀

專

5

S
、乙
s

、
s

f
觀
n

f

と

定
の
物

S

2

 f

定
S

間
s

f

f

 

I

f

す
る 

"

あ
i

間
I

最
S

己
S

?

る
方
面
.

5

供
せ
ん
こ
と

S

J

 

f

第
二
段

|

擇
|

要
と
す
る 

、
依
つ
て
生
す
る
利

a
と

こ

t 

き
こ

i

f
ろ
と

5

と

I

し
其
会
同
辟
に
觀
劇
ニ

”

 

h

f
J-
c
假
^

利
益
多 

此
較
し

V

5
利

S

剩

？

？

i

t

 

l

 

U

す

”

f

不
利
と
を

S

差

f
 

f
 

tの
な
れ
？

其

の

差

益

の

? ?
此

"
1 1
1 ?

彼
：
丨
て
ー 

番
を
棄
て
、
後
者
を

f

こ
と
に
衣

c

£ 

^

此

/

違
す
る

S

故
に
、彼
は
前

I

 

i

r

の 
p

?I
p

“

r

 
こ
！

？

也
。

牲
を
以
て
爲
ず
を
得
べ

わ
>

r*
s

>
丨 

汰
意
せ
る
は
其
の
同
匕
槠
に

力
し
一
切
の
物
の
消
費
を

*
注
と
す

’

ト

,

觀
f

爲
す
べ
く
决
意
し

 

泡

す

へ

く

a

意
せ
る
也

0

例
へ
ば

々
.

の
事
柄

|

凡
て
”

じ

:

^

同
塘

|

嘗

睡

眠

|

ず

訪

問

|

他
種

レ
只
ズ

-|
1
な

«
牲
と
す
べ
く
決
意
せ
る

&
0 

■

13

,

此
の
如
く
考
ふ
れ
ば
、凡

V

の
®

痛
、が
人
生
に
跡
を
絕
ち
女
る
場

<
ロ
に
名
、猶
ほ
常
に
犧
牲
の 

問
題
あ

6

、收
益
の
問
題
あ

6

、代
價
の
問

-®

あ
6

、選
擇
の
問
題
あ
る
な

6

。

然

る
に
空
氣
の
呼
吸
の
如
き

は
、睡

眠
し
な
が
ら

、讀
，書

し
な
が

ら
減

劇
し
な
ギ
ら
、他

の

何
物 

の
消
费
を

名
犧
牲

と
す
る
こ
と
な
く
し
て

之
を
行
ふ

こ
と
を

得
。
故
に
獨

A

:ノ
空
氣
の
呼
吸
の 

み
は
、第
二
段
の
意
味
に
於
け
る

一
切
の
犧
胜

、代

價
、收

益
、
選
擇
の
問
題
を
伴
ふ

こ
と
な
し
。

三

次
に
物
は
之
を
將
來
の
消
費
に
供
せ
ん
と
す
る
場
合
に
は
、之
を
保
持
し
置
く
の
必
要
あ

6
 

然
る
に
多
く
の
物
の
保
持
は
一
定
の
勞
費
を
必
要
と
し
、少
く

i

s

之
'が貯
藏
の
爲
め
に
一
定 

の
面
積
を
必
要
と
す
る
？
の
也
。
故
に
此
點
ょ

6

し
て
、多
く
の
貨
物
の
保
持
は
叉

t

一
 

定
の 

犠
牲
を
伴
ふ
名
の
也
。

乍
併
、空
氣
は
此
點
に
於

S

て
？
何
等
の
犧
牲
を
必
要
と
す
る
こ
な
し
。
否
な
啻
に
空
氣
•の
 

み
な
ら
岁
、土
地
の
如
く
其
れ
自
身

■に
.
面
積
を
有
す
る

$

の
艾
は
貨
幣
の
如
く
，他
人
の
悅
ん
で 

之
が
保
持
を
引
受
く
石
？
の
等
に
あ

6

て
は
、之
於
保
持
の
爲
め
等
し
く

.#
*.何
等
の
犧
牲
を 

喪
す
る
こ
と
な
し
。

f

最
$
 

土
地
の
如
き
は
其
の
廣

3

を
有
す
と
云
ふ
性
質

0

み
は
.不
壞
な
れ

擗
牲
の
硏
究
 

ニ〇ー

：；>



機
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n

の
f

 

は
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s

l

l

 

J

£

?

s

l維
^

^

こ 

i
 

く
又
た
貨
幣
の
如
き
〒
之

^

ES
1?
-

f
 

/ 

. 

. 

, 

_

と
|8 

i

f

 

て
斯
 

|

合
1 !
? |
1-
|

|'
!

:

?

;

!

雜
i

I I
I I
;

i

:

:

l i
:

r

:

!

i

l

 

故
に
、f

は
略
し
て
詳
論
せ
ず
。
 

人
は
r

其

の

I

f

記
述
し

？

i

四
 

I

I,
if
n

!

a

:

sI
i

 
物 

i

l

 
保
持 

i

i

參

料

:

擧
:

；
:
r
:
r
r
i
i
?

し
て
！

物
の
猫
得

得

"

u
 

r& A
。
の

u
 

u

 

,

n

上

の

關

f

、
消

1

1

 

i

 

i

 

I

こ

i

を

消費の爲めに之を保持するり、
叉
也

4

r 

i
 

.

一
ー
シ
之
を
？
®
す
る
力
叉
は
將
來
の

他
が
を
獲
得
す

I

め
乃
至
は
單
に
其
物
の
保

I

.

. 

. 

. 

*

I
I
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貨
擔
を
免
る
、
、
s

爲
め
に
之
を
抛
棄
す
る

^

、是
等
三
欉
の
態
度

0'

何
れ
於

$:
.

轨
る
名
の
也
。

卽
ち

®

人
の
物
に
對
す
る
態
度
は
、之
を
取
る
か
、之
を
使
ふ

'/
;
>、之

を

持

つ
<:
居

る
75

>

、之
を
放
つ 

か
の
四
者
何

.
れ
か
に
歸
す
る
也
而
し
て
此
の
中
物
の
消
費
及
び
保
持
の
：二
者
に
就

S
 

<
咚 

前
旣
に
述
べ
允
る
於
故
に
、八
マ
ま
第
三
段
に
進
ん
で
之
ギ
獲
得
の
場
合
に
於
け
る
犧
牲
に
就

S
 

て
述
べ
ん
と
ず
る
也

0 

.

物
の
獲
得
の
爲
め
に
一
定
の
犧
牲

を

要
す
る
こ
と
は
、殆
ど
凡
て
の
學
者
の
說
く
所
な

6

。

乍
併
、吾
人
の
見
る
所
に
依
れ
ば
其
の
犧
牲
の
內
容
を
解
剖
す
る
こ
と
、往
々
に
し
て
不
充
分
な

6

。
思
ふ
に
犧
牲
の
研
究
の
中
、最

2

肝
要
な
る
は
此
の
獲
得
の
犧
牲
な
る
が
故
に

-
-
以

上

の
各
嫌
に
於

S

て
は
只
だ
犧
牲
の
必
要
な
る
こ
と
を
指
摘
し

^

る
に
止
ま
れ
ど

名
-

-

-
-本
節

に
於
い
て
は
少
し
く

.其
の

ft

容

Q

解
剖
を
試
み

.ん
と
欲
す

-0
,

扨
<

此
點
に
就
き
吾
人
の
注
意
す
ベ
き

.
こ
と
は
、

】

定
の
物
の
獲
得
に
要
す
る
犧
牲
は
钹
雜 

な
る
成
分
ょ

6

成
る
を
常
と
す
と
云
ふ
こ
と
也
。
例
へ
ば
余
於
或
る
店
頭
に
立
ち
て
饅
頭
を 

買
は
ん
と
す
と
云
ふ
場
合
に
は
、先

づ
.

其
の

代
價

と
し
て

•■若
干
の
貨
幣
を
犠
牲
と

せ

次
る
ベ

沪 

ら
梦
。
而
し
て
此
事
は
凡
て
の
學
者
の
路
ず
犧
牲
と
し
て

.
認
o

.
る
所
な
れ
ど
？
、而
か
？
此
事 

0 
0
の.硏究
 

ニ
i

0



.

S

O

S

 

言

1

の
み
か
唯

一

の
银
牲
に
ぁ
ら
次
る
こ
と
を
注
意
す
る
者
は
稀
な

6

0

然
ら
ぱ
其
他

S

性
は

何
ぞ
や
と
云
ふ
に
、余
は
自
宅
ょ
ヶ
店
頭
に
足
を
運
ば
ぞ
る
ベ
か
ら
？

れ
•
一
種
の
勞
力
の
犧

牲
な
6

々
に
及
の
者
と
多
多
の
談
話
を
交
へ
、或
は
貨
幣
を
支
出
し
或
は

品
物
を
受
取
ら
次

る
べ
か
I

。
然
る
に
此
の
如
く
他

t

I

s

交
渉
I

起
す
と

2
,
0

と
戈

に

依
ろ

• 
5

1

面
？

る
負
檐
？

、而
し
て
斯
か
る
面
倒

I

f

る
こ
と
は
亦
セ
一
種
の
犠
牲

と
云
は
さ
る
ぺ

力
ら
岁
ホ
に
店
頭
に
立
ち
て
.饅
頭
な
ど
買
ひ
求
む
る
は
稍
々
體
裁
惡

し
き

乙
と

f

ば
其
の
體
裁
惡
し
含
を
忍
ぶ
と
云
ふ
こ
と
は
又
彥
少

Q
.

名
譽
の
儘
牲
と
云
は
次

そ
ぺ
か

I

。
.
之
に
依
ろ
て
考
ふ
れ
ば

余
.：

S

頭
を
買
；

s

求
む
る

S

め
に
支
挪
ふ
听
の
犧

.

把
の
中
に

f

こ

パ

云

分

Q
.

代
®

の
外
に
、猶

a

f

f

 

^

 

0
有

形

無

形

の

包

合

す

る
 

こ
i

を
知
る
ベ
し

.0

.

此
の
如
く

 

I

f

s

s

s

f

 

„

一
 

定
S

物
s

g

み
に 

1

に
f

 

f

一
 

定
S

力
S

供

の

し

v

i

Q

I

i

s

力
.

の
提
供
を

I

f

し
、
5

1

5

f

s

供

為
y

急

i

ふ

形

の

，p

の
、
提
供
ミ
必

f

す
t

の
也
。
議
の
獲
得
の

.
場
合
に
は
一
切
の
犧
牲
を
必
要

4

奪)
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f

こ
と
言
を
待

^

ず)

。
固
よ

6

學
理
研
究
：の
場
合
に
は
、其
の
研
究
の
便
宜
の
爲
め
の
前
提 

と
し
て
、

一

定
の
貨
物
の
代
價
は
必
ず

一
定
の
貨
物
の
提
供
の
み
よ

6

成
み
、叉
允
一
定
の
勞
力 

の
代
價
は
必
ず

一

定
の
貨
物
の
提
供
の
み
よ

6

成
る
と
假
定
す
る
こ
と

&

6

と
雖

75P、
N

J
tt

全 

く
學
問
上
の
假
定
に
し
て
眞
實
世
界
の
實
相
に
は

非
ず
。
：

3

<n
.

vd
r

a
l
i
m
o
w
i
t
s
c
h

 

の
如 
く

 

H
.
i
e
r
b
e
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B
e
f
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e
d
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ffq
u
n

OQ
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a-
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Q 
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m
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h
e

n
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p

f

3

ブ 

d
a
s

 

l
i
e
i
s
s
t

 

m
i
t

 

A
u
f
w
a
i
'
i
d

 

v
o
n

 

v
i
i
r
t
s
c
h
a
f
t
,

 

l
i
c
h
e
n

 

G
i

i
u

p

 

v
e
r
b
u
n
d
e
n

 

i
s
t
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(
z
e
i
t
s
c
h
r
i
f
t

 

fd:
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 o
l
k
s
w
i
r
t
s
c
h
a
F

2
0

 

B
a
n
d
,

 

4

 

H
e
f
t
,

 

S
.

 

6
2

4
.
)

と
云
ふ
は
、ー
應 

は
差
支

.な
き
於
如
く
な
れ
ど
炎
而

*>
名
語
弊
あ
る
を
免
れ
ず
。
而
し
て
福
田
博
士
の
近
業

『

經 

濟
學
敎

科
書』

を
見
る
に
、此
の

尊
敬
す

ベ
き
著
書
.

に
S

單
に
左
の
如
く
說
明
し
あ
る
に
.過
ぎ
艺

『

吾
人
の
欲
望
の
對
象
は
常
に
欲
望
に
比
し
て
不
足
な
る
名
の
に
し

V

.

.

.

.

.此
等
の
不
足

に
打
克
つ
爲
め
吾
人
は
報
償
を
提
供
す
る
を
要
す
。
報

•償
に
宛
て
ら
、

^p

の
は
、

一

#
<
於

有
す
る
外
界
の
自
然
物
、自
然
力
、ニ
、他
人
の
勸
勞
、三
、吾
人
自
か
ら

Q

努
力
の
之
に
し

V

.

.

.

此
等
一
切
の
報
償
を
總
稱
し
て

®

用
と
云
ふ
。

』
(

一
四
ニ
五

'1

。

余
は
此
等
の
不
足
に
打
克
つ
爲
め
に
提
供
す
る
を
要
す
る
犧
牲
に
は
、尊
に
列
擧

S

れ
杧
る

:

糍
牲
の
：硏
骆

.

.
 

.
ヒ
o五



.

,

辕
牲
.の
砰
究

す
I

見
合
し
置
く
べ
し
。

有
す

t

の
な
れ
と

I

は
進
み
て
是
等
の
？

論
及

只
た
序
な
れ

5

言
此

の
儒
牲
と
價
値
と
の

 

3

#

t
 

書
に

 

2

Q

f

 

I

f

。

. 

M

s

l

r

u

s

 

揭
著

if
f

l

m

人
の
生
活

£

5

望
の
對
象

S

し
®

用
と
利
用

i

を
此
較
し
て

f

す
列 

;

1

利
用
な

I

の
に
對
し
て
は
此
到
斷

f

i

用

I

I
し
て
取

6
用
： 

L

"

H

U
M X)

i

斷
必
 

f

 

丨

必

■

,

!

義

昼

れ

I

人
は
之

i

，保

l

i

i

!

こ
さ

I

空
f

向
つ
て

I

大
s

f

 

S

つ
、
ぁ

る

名

の

な

丨

？
 

意
の
 

h

li
Ii
r

n

li
l

i

 
の 

一
 

I

!

し
く
 

5

爲
め
に

I 

s

i

r

 

d

 

は
凡
て
？

S

し

碁

S

I

の
 

,

ぞ

射

s

i

す
る
場
合
に

S

獲
得
せ
ん
と
す
る
物
に
對
し
て
吾
人
の
す

19

す
る
所
の
價
値
の
み
に
就

S
V

云
へ
ば
、恐
ら
く
此
の
如
く
說
明
し
置
き
て
差
支
な
か
る
べ
し 

而
し
て
經
濟
學
上
の
挤
究
對
象

*

る
價
链
は
此
の
如
き
場
合
に
生

.岁
る
價
値
に
限
ら
る

、

2
 

の
な
ら
ん
。

さ
れ
ば
此
の
意
味
に
於

s

て
空
氣
は
經
濟
學
上
の
價
値
を
有
せ
次
る

$

の
i

看 

做
す
を
適
當
と
せ
ん
。

猶
ほ
是
等
の
點
に
就
い

.

て
は
進
/1

で
論
岁
べ
き

事

柄

多
し

i

雖
$
、原 

發
締
切
期
日
に
迫

6

て
旣
•
に
餘
‘
ヵ
な
き
於
故
に
二
先
づ
兹
に
筆
を
擱
き
、姑
く
篇
に
題
し
て
犧 

牲
の
挤
究

i

云
ふ
。

(

三
月
二
十
八
日
稿

)

別碑

享̂
樂
遞

減
の
法
則
と
效
诏
遞
減
の
法
則

』

を
認
め
郵
送
し
終
へ
杧
る
後
猶
ほ

原
稿
締
切 

に
若
千
の
脖
日
を
剩
す
由
承
知
し
杧
る
を
以

.
て

、
.®
に

此

篇

を起
草
せ

し
と

雖
？

、
匆
卒
の
間
、
 

意
に
滿
杧
次
る
所
甚
だ
多

く
、依
然
と
し
て
編
輯
主
幹
及
び
讀
者
に
負
ふ
所
の
罪
の
大
な
る

を
田
心
ふ
。

镒
牧
の
硏
究

ニ 

o七

f


